




令和５年度　施政方針

主要事業紹介主要事業紹介

令和５年度令和５年度

　　２月20日、山田裕一市長が第448回白石市議会定例会で施政方針演説２月20日、山田裕一市長が第448回白石市議会定例会で施政方針演説
を行い、令和５年度の市政運営の基本的な考え方を明らかにしました。を行い、令和５年度の市政運営の基本的な考え方を明らかにしました。
今月号では、その内容と本年度の主立った事業をお知らせします。今月号では、その内容と本年度の主立った事業をお知らせします。

　
令
和
２
年
度
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
は
、
あ
ら
ゆ

る
面
に
お
い
て
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

き
ま
し
た
。
昨
年
の
春
以
降
は
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
下
で
の
社
会
経
済
活
動
の
正
常

化
が
徐
々
に
進
み
、
政
府
に
よ
っ
て
感
染

症
法
上
の
位
置
づ
け
を
、
本
年
５
月
８
日

か
ら
、
現
在
の
「
第
２
類
」
か
ら
季
節
性

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ「
第
５
類
」

に
変
更
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
る
な
ど
、

よ
う
や
く
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
道
筋
が

見
え
て
は
き
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
警

戒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
協
力

い
た
だ
き
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
は
、
従

来
株
に
引
き
続
き
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

２
価
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
開
始
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
暮
ら
し
と
経
済
に
お
け
る
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
最
小
限
に

食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
感
染
拡
大
防
止
と
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

の
下
で
の
社
会
経
済
活
動
の
継
続
な
ど
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

施政方針施政方針

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対

　
本
市
の
目
指
す
将
来
像
「
人
と
地
域
が

輝
き
、
と
も
に
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る

ま
ち�

し
ろ
い
し
」の
実
現
に
向
け
て
、「
ひ

と
づ
く
り
」「
地
域
力
の
向
上
」「
新
し
い

価
値
の
創
造
」
を
基
本
的
視
点
と
し
て
、

市
民
一
人
一
人
が
そ
の
個
性
や
能
力
を
発

揮
し
な
が
ら
、
地
域
づ
く
り
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
視
点

で
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
資
源
や
魅
力
を
発
見

し
、
育
て
、
高
め
合
う
こ
と
で
、
新
し
い

価
値
を
創
造
し
、
ま
ち
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

人・文化を育むTarget１

●不登校対策の柱「白石きぼう学園」開校
　不登校に悩む児童生徒が、自分の良さや特徴に気付き、社会的自立に向か
うことができる学校として立ち上げ、家庭、地域、行政などと連携しながら
協働で教育活動を推進します。

●今後の保育や学校教育のあり方を総合的に検討する「学校教育・保育審議会」
　人口減少・少子化が急激に進行していることから、審議会の答申を踏まえ、
本市の幼児教育・保育や小中学校教育のあり方に関する方針を検討します。

●「白石市総合型地域スポーツクラブ」の活動支援
　既存のスポーツ関連施設を活用するとともに、生涯スポーツを楽しむこと
ができる環境の充実を図ります。

みんなで地域づくりを進めるTarget２

●協働のまちづくりの推進
　「地区計画」の策定を支援するとともに、地区計画を策定した地区が活用で
きる「人と地域が輝く未来共創交付金制度」を活用し支援します。

●市民と行政の情報共有
　ＳＮＳや動画配信などのデジタルツールを活用した情報発信を強化し、わ
かりやすい情報発信に努めます。

●行政のデジタル化の推進
　デジタル技術を活用した効率的で効果的な事務事業の実施を推進し、市民
の利便性の向上と業務の効率化を図るため、行政手続きのオンライン化を進
めます。

暮らしをともに支え合うTarget３

●ベビーファースト活動宣言
　子ども・子育て支援のさらなる強化を図るため、「すくすくベビー券」を増
額し、１歳６カ月児相談時に絵本の贈呈を始めます。

●インフルエンザ予防接種費用助成
　「季節性インフルエンザ」と「新型コロナウイルス感染症」の同時流行を
防ぐため、引き続き生後６カ月から中学３年生、65歳以上の高齢者を対象
に行います。

●地域医療体制の充実・健康づくりの推進
　医療法人仁誠会によって管理運営されることとなる公立刈田綜合病院が、
これまでと同様にみやぎ県南中核病院との「仙南地区地域医療構想連携プラ
ン」を推進し、地域住民のための病院としての役割を果たしていくため、仁
誠会と連携しながら病院運営に取り組みます。

市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

原
材
料
価
格
上
昇
へ
の
対
策

社
会
経
済
活
動
の
正
常
化
へ

応
が
長
期
化
す
る
中
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
背
景
と
し
た
国
際
的
な

原
材
料
価
格
の
上
昇
に
加
え
、
円
安
の
影

響
な
ど
か
ら
市
民
生
活
に
深
刻
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
態
に
対

処
す
る
た
め
、
本
市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
対
策
事
業
と
し
て
、
市
内
中
小
企

業
を
支
援
す
る「
事
業
継
続
支
援
金
事
業
」

や
宿
泊
施
設
の
利
用
を
促
進
す
る
「
宿
泊

事
業
者
応
援
事
業
」
を
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策

の
た
め
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
経
済

対
策
割
増
商
品
券
事
業
」
や
「
商
品
券
配

布
事
業
」
な
ど
を
実
施
し
、
市
民
生
活
と

地
域
経
済
の
回
復
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。
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※�

施
政
方
針
の
全
文
は
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

安全・安心を守るTarget４

●あらゆる情報の迅速な収集・伝達の強化
　「白石市地域防災計画」に基づき、さらなる防災体制の充実を図り、運用
が開始された「北海道・三陸沖後発地震注意情報」など、あらゆる情報の迅
速な収集・伝達の強化に取り組みます。

●地域防災拠点の整備
　「（仮称）白石中央スマートインターチェンジ」周辺に整備する「道の駅」
と「スポーツレクリエーション拠点施設」に地域の防災拠点機能を持たせ、
地域の安全・安心を高めます。

●地域における防災力の強化
　市民一人一人が「自らの命は自らで守る」という意識を持ち、「自助」で
ある災害への備え、「共助」である地域住民同士での助け合いが被害軽減に
は不可欠であることから、自主防災組織への支援を継続します。

まちの未来を描くTarget６

●公共交通網の確保
　本年度から５カ年を計画期間とする「白石市地域公共交通計画」に基づき、
将来にわたって安心して暮らし続けることができる公共交通の確保に努めます。

●効率的な上下水道事業の運営
　「白石市水道ビジョン」の基本方針に基づき、持続可能な水道事業の安定
経営。安全で強

きょう
靭
じん
な下水道を構築するため「内水ハザードマップ」などの雨

水対策策定に向けた調査を実施します。

●魅力ある都市空間の整備
　市中心部の交通ネットワーク機能の強化と通学路の安全確保を図るため、都
市計画道路「中河原白石沖線」の本年度中の完成。益岡公園テニスコート関連
施設の改修工事を行い、施設の長寿命化と一時避難所としての機能強化を図り
ます。

　
令
和
５
年
度
は
、
こ
ど
も
家
庭
庁
が
設

置
さ
れ
る
な
ど
、
国
の
政
策
も
変
化
を
迎

え
る
年
と
な
り
ま
す
が
、
本
市
も
新
た
な

施
策
が
動
き
出
す
年
に
な
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
教
育
機
会
確
保
法
施
行
後

全
国
初
と
な
る
小
中
一
貫
の
不
登
校
特
例

校「
白
石
き
ぼ
う
学
園
」を
開
校
し
ま
す
。

「
白
石
み
ら
い
教
育
基
金
」
を
最
大
限
活

用
し
、
家
庭
・
地
域
・
企
業
・
行
政
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
学
校
を
支
え
る
体
制
を

構
築
し
、
不
登
校
に
悩
む
児
童
生
徒
の
多

様
性
を
認
め
、
学
び
の
機
会
を
確
保
し
て

社
会
的
自
立
に
つ
な
げ
る
た
め
の
新
し
い

教
育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
本
市
・
蔵
王
町
・
七
ヶ
宿
町

の
１
市
２
町
で
構
成
す
る
白
石
市
外
二
町

組
合
が
運
営
し
て
き
た
公
立
刈
田
綜
合
病

院
が
、
白
石
市
立
病
院
と
し
て
指
定
管
理

者
制
度
を
導
入
し
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を

切
り
ま
す
。

　
既
に
、
本
年
１
月
中
旬
に
医
療
法
人
仁

誠
会
の
今
村
豪
理
事
長
が
医
師
と
し
て
刈

　　
「（
仮
称
）
白
石
中
央
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
」
と
そ
の
周
辺
施
設
の
整
備

事
業
が
、
早
期
供
用
開
始
に
向
け
て
本
格

的
に
動
き
出
し
ま
す
。

　
新
た
な
企
業
誘
致
や
既
存
企
業
の
活
動

支
援
を
は
じ
め
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化

や
観
光
振
興
、
地
域
医
療
の
充
実
、
災
害

時
の
安
全
確
保
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
乗

効
果
が
期
待
で
き
る
「
地
域
活
性
化
の
起

爆
剤
」
で
あ
り
、
地
域
経
済
の
発
展
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
好
循
環
創
出
に
つ
な

が
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

令和５年度　施政方針

田
病
院
に
着
任
さ
れ
、「
救
急
を
断
ら
な

い
」
と
の
方
針
の
下
で
積
極
的
に
救
急
患

者
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
病
床
稼
働
率
改

善
と
医
業
収
入
増
加
に
よ
る
病
院
事
業
収

支
の
改
善
、
そ
し
て
、
市
民
目
線
の
地
域

医
療
の
さ
ら
な
る
充
実
の
た
め
の
変
化
の

兆
し
が
現
れ
て
い
ま
す
。
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
に
よ
っ
て
持
続
可
能
な
医
療
体

制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ

ん
に
安
心
を
与
え
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
、
地
域
に
根
差
し
た
病
院
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
し
い
教
育
活
動
を
展
開

白
石
市
立
病
院
が
ス
タ
ー
ト

好
循
環
の
創
出
へ

活力・賑
にぎ

わいを創るTarget５

●農林業の振興
　「農林業従事者の高齢化が進み、労働力不足が予想されることから、共同利
用機械の導入、飼料用米への作付け転換を支援し、「耕畜連携」を推進します。

●結婚新生活支援事業補助金
　住宅の取得・賃貸借などに係る費用を助成することで、若い世代の婚姻に
伴う新生活を支援します。

●「仙台南部工業団地」企業募集開始
　（仮称）白石中央スマートインターチェンジ周辺に整備する「仙台南部工
業団地」への新たな企業誘致を推進するため、トップセールスなどを通じて
本市への企業立地や投資の優位性などをＰＲしていきます。
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令和５年度予算

予
算

令和
５
年度

令和５年度一般会計予算は

１７３億９,３４５万円
未来に向けた希望の芽を育て誇れる「ふるさと白石」を目指して

　令和５年度当初予算は、財政の健全化を保ちつつ、第六次白石市総合計画に基
づく新たな将来像である「人と地域が輝き、ともに新しい価値を創造するまち　
しろいし」の実現に向けて、新たなスタートを切る刈田綜合病院の運営や「白石
きぼう学園」の開校、スマートインターチェンジおよび周辺施設整備やＤＸ（デ
ジタルトランスフォーメーション）の推進に重点を置いた予算編成を行いました。
　一般会計、特別会計および企業会計をあわせた予算総額は303億3,563万6千
円で、前年度当初予算額と比較すると17％、44億1,651万9千円の増、そのうち、
一般会計は173億9,345万円で、前年度と比較すると18.2％、26億7,320万円の
増となりました。
　なお、一般会計予算の内容はホームページでもご覧いただけます。
� 問財政課　☎22-1332

【一般会計】
　市の会計の中心となるもので、市行政運営の基本的な
経費を計上した会計です。皆さんから納めていただく市
税のほか、地方交付税をはじめとする交付金などを財源
として、子どもから高齢者までだれもが安心して暮らす
ための各種福祉サービス事業、道路や公園などの都市基
盤の整備、学校教育や生涯学習事業などを行います。

■目的別の予算額と主な事業

民生費　53億936万4千円（30.5％）
●保育事業（保育園等の整備、運営、給付費）
� 10億2,343万9千円
●障害者総合支援費� 7億8,022万1千円�
●子ども・心身障害児者医療費助成事業
� 1億5,924万6千円�
●子育て支援事業� 1,567万4千円

衛生費　23億7,905万3千円（13.7％）
●病院事業会計負担金、補助金、出資金、
　貸付金� 15億3,491万円 　
●予防接種事業� 1億6,680万7千円
●妊婦・産婦健診助成事業� 2,049万1千円
●新型コロナウイルスワクチン接種事業
� 1,211万9千円

土木費　27億2,863万9千円（15.7％）
●橋梁長寿命化対策事業�10億6,550万円 　
●道の駅整備事業� 3億9,337万円 　
●スマートインターチェンジ整備事業
� 2億　586万8千円
●中河原白石沖線街路事業� 8,515万7千円

総務費　30億4,435万円（17.5％）
●白石市外二町組合解散に伴う退職手当組合負担金
� 5億6,243万4千円
●ふるさと納税推進事業� 2億9,546万6千円
●市民バス運行管理事業� 1億　223万2千円
●定住促進事業� 5,554万5千円
●まちづくり推進事業� 1,593万7千円

公債費　12億7,185万6千円（7.3％）

教育費　12億9,908万6千円（7.5％）
●外国語・国際理解教育推進事業
� 2,835万5千円
●不登校特例校運営事業� 2,813万9千円
●学力向上プロジェクト事業� 944万3千円
●教育情報化推進事業� 769万2千円

商工費　4億　473万9千円（2.3％）

消防費　4億9,481万3千円（2.9％）
●消防施設整備事業� 4,081万4千円

農林水産業費　2億8,373万9千円（1.6％）
●有害鳥獣対策事業� 3,592万1千円
●森林経営管理推進事業� 2,334万3千円

その他　1億7,781万1千円（1.0％）

特 別 会 計 82億5,801万4千円
国 民 健 康 保 険 37億9,151万3千円  
介  護  保  険 40億   221万6千円
後 期 高 齢 者 医 療 4億6,428万5千円

【特別会計】
　特定の事業を行う場合、特定の歳入をもって特定の歳出
に充て、一般の歳入歳出と区分して経理する会計です。本
市は３つの特別会計を設けています。

企 業 会 計 46億8,417万2千円

水 道 事 業 収益的支出 8億8,482万4千円
資本的支出 3億8,764万円 　 

下 水 道 事 業 収益的支出 9億7,183万7千円 
資本的支出 8億3,829万4千円

病院事業会計 収益的支出 9億9,771万1千円
資本的支出 6億   386万6千円

【企業会計】
　独立採算を基本とし、地方公営企業法が適用される公
営企業の会計です。

歳
入

　
市
税
に
つ
い
て
は
、
固
定
資

産
税
が
前
年
度
比
５
・
７
％
、

１
億
９
５
１
万
４
千
円
の
増
、

た
ば
こ
税
が
12
％
、２
、５
３
５

万
円
の
増
、
都
市
計
画
税
が�

３
・
９
％
、
４
９
７
万
９
千
円

の
増
な
ど
、
全
体
で
３・３
％
、

１
億
２
、
８
２
４
万
８
千
円
の

増
を
見
込
ん
で
い
る
ほ
か
、
地

方
消
費
税
交
付
金
が
７
％
、�

５
、
４
２
０
万
円
の
増
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。地
方
交
付
税
は
、

地
方
財
政
計
画
や
過
去
の
交
付

実
績
な
ど
を
踏
ま
え
、
前
年
度

同
額
の
42
億
５
、
０
０
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

橋き
ょ
う

梁り
ょ
う

長
寿
命
化
対
策
事
業
や
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整

備
事
業
、
道
の
駅
整
備
事
業
な

ど
の
増
加
に
よ
り
、
国
庫
支
出

金
が
前
年
度
比
17・５
％
、３
億

６
、
６
１
７
万
４
千
円
増
の
24

億
６
、
３
４
９
万
９
千
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
県
支
出
金
は
、

被
災
者
住
宅
再
建
支
援
事
業
補

助
金
の
減
少
な
ど
で
、
前
年
度

比
０
・
６
％
、
５
３
５
万
５
千

円
減
の
８
億
９
、
５
９
３
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
な
お
、
財
源
不
足
に
伴
う
財

政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
れ

は
、
14
億
３
、
７
０
０
万
円
増

の
16
億
６
、
８
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
い
ま
す
。

歳
出

　
人
件
費
は
、
白
石
市
外
二
町

組
合
解
散
に
伴
う
退
職
手
当
組

合
負
担
金
を
支
払
う
た
め
、
前

年
度
比
21・７
％
、６
億
６
７
９

万
１
千
円
増
の
33
億
９
、６
６
４

万
１
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
扶

助
費
は
、
私
立
保
育
園
な
ど
に

対
す
る
給
付
費
や
児
童
手
当
の

減
少
な
ど
で
、前
年
度
比
２・４

％
、
６
、
７
７
９
万
４
千
円
減

の
27
億
２
、
１
３
３
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
公
債
費
は
、
元
利

償
還
金
の
増
加
で
、
３・６
％
、

４
、
４
７
６
万
９
千
円
増
の
12

億
７
、
１
８
５
万
６
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
普
通
建
設
事
業
費
は
、
橋
梁

長
寿
命
化
対
策
事
業
や
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事

業
、
道
の
駅
整
備
事
業
な
ど
の

増
加
で
、前
年
度
比
１
２
９・２

％
、
12
億
９
６
９
万
３
千
円
増

の
21
億
４
、
５
８
０
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　
補
助
費
等
は
、
病
院
事
業
会

計
補
助
金
や
下
水
道
事
業
会
計

補
助
金
の
増
加
で
、
前
年
度
比

40
・
８
％
、
６
億
１
、
１
３
３

万
６
千
円
増
の
21
億
８
９
７
万

８
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
物
件

費
は
、
老
朽
化
施
設
解
体
撤
去

工
事
、予
防
接
種
業
務
委
託
料
、

給
食
材
料
費
な
ど
の
増
加
に
よ

り
、前
年
度
比
８
・
１
％
、２
億

１
、８
４
２
万
６
千
円
増
の
29
億

２
、
３
９
９
万
１
千
円
と
な
り

ま
し
た
。

市
債

　
令
和
５
年
度
末
の
市
債
残
高

は
、
借
り
入
れ
は
、
橋
梁
長
寿

命
化
対
策
事
業
や
ス
マ
ー
ト
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業
な

ど
の
増
加
に
伴
い
、
前
年
度
比

１
０
２
・
３
％
、
６
億
１
８
０

万
円
増
の
11
億
８
、
９
９
０
万

円
、
元
金
償
還
金
が
４・０
％
、

４
、
６
６
８
万
４
千
円
増
の
12

億
２
、
２
８
０
万
４
千
円
と
な

る
た
め
、
前
年
度
末
と
比
べ

０
・
３
％
、
３
、
２
９
０
万
４

千
円
減
の
１
１
２
億
６
８
８
万

７
千
円
（
う
ち
臨
時
財
政
対
策

債
４
２
億
２
、
３
８
６
万
５
千

円
）
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

その他　2億3,584万2千円

諸収入　5億1,317万円
寄附金　5億4千円

繰入金
21億5,775万2千円

市税
40億3,323万6千円

地方交付税
42億5,000万円

国庫支出金
24億6,349万9千円

市債
11億8,990万円

県支出金
8億9,593万円

その他
11億5,411万7千円

その他
12億6,889万5千円

繰出金
15億5,294万6千円

補助費等
21億897万8千円

災害復旧事業費
301万3千円

公債費
12億7,185万6千円

扶助費
27億2,133万円

人件費
33億9,664万1千円

自主財源
74億4,000万4千円

依存財源
99億5,344万6千円

その他の経費
78億5,481万円

義務的経費
73億8,982万7千円

歳入
173億9,345万円
歳出

（性質別）

投資的経費
21億4,881万3千円

物件費
29億2,399万1千円

普通建設事業費
21億4,580万円
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※住民基本台帳法の改正により、平成24年７月末からの人口は外国人住民を含めた人数を掲載しています。

■生活基盤の整備や福祉事業な
どのため、次の方々からご寄付
をいただきました。（敬称略）
東北ずん子スタンプラリー実行
委員会�会長�田中健一、横山ひ
ろこ

紙上から
お礼申し上げます

■人口　31,626人（前月比）−35人
　　　　男15,593人� 　女16,033人
■出生件数　８件� ■死亡件数　49件
■世帯数　14,114世帯 ※住民基本台帳から、５月31日現在

市内の交通事故　５月１日〜31日　※（　）は１月からの累計
■発生件数　50件（292件）� ■死亡者数　１人（１人）
■負傷者数　０人（22人）� ■物損件数　49件（272件）
■飲酒運転摘発者数　１人（１人）

後期高齢者医療制度の
被保険者証を更新します

　施設に入所（ショートステイ
を含む）したときの食費・居住
費は、全額自己負担となります
が、低所得者の方は申請により
利用者負担が軽減されます。
　「介護保険負担限度額認定証」
（以下「認定証」）の有効期限は
７月31日までです。
　現在、認定証をお持ちの方に
は、６月上旬ごろに更新のお知
らせをお送りしています。申請
には市民税非課税世帯に属する
方など要件がありますので、詳
しくはお問い合わせください。
問長寿課　☎22-1361

介護保険負担限度額
認定証の更新について 生活応援商品券「“ワン”だふるクーポン」

（１人あたり3,000円の商品券）を全市民に配布します

　コロナ禍におけるエネルギ
ー・食料品価格などの物価高騰
の影響を受けている市内経済の
消費喚起と各家庭の経済支援を
図るため、市内飲食店などで利
用できる商品券（１人あたり
3,000円分）を全市民に配布し
ます。
●配布方法　７月１日時点で市
内に住民登録をしている世帯主
の方に、７月下旬から８月中旬
までにゆうパックで郵送します。
※�順次配送されるため、同じ地
区内であっても配達日が異な

る場合がありますのでご了承
ください。
●配布商品券額面　１セット
3,000円（小規模・大規模店舗
両方で利用できる共通券500円
×６枚）
●利用期間　９月１日（金）～令
和６年１月31日（水）
※�利用できる店舗は、商品券に
同封するチラシまたはホーム
ページをご確認ください。な
お、ホームページへは７月下
旬ごろ掲載予定です。
問商工観光課　☎22-1321

　現在お使い
の「緑色の保
険証」の有効
期限は７月
31日までで
す。新しい「保
険証」（オレ
ンジ色）は、
７月末までに簡易書留で郵送し
ます。
　古い保険証は８月１日以降に
各自ハサミなどで切って処分し
ていただくか、健康推進課にご
返却ください。
　なお、新しい保険証は、紛失
防止のため緑色の保険証の有効
期限まで一緒に保管しておくこ
とをおすすめします。
　また、現在限度額適用・標準
負担減額認定証をお持ちの方
で、８月１日以降も認定要件を
満たす方については、新しい保
険証に同封します。
問健康推進課　☎22-1362

国民健康保険人間ドックの
申し込み受け付けについて
　公立刈田綜合病院で受診する
人間ドックの費用助成の申し込
みを受け付けます。
●対象　ドックを受診する年度
の４月１日時点から受診日まで
継続して国保に加入している本
年度満40～74歳に到達する方
で国保税に未納がない世帯の方
●助成額　一律10,000円
●自己負担額
【Ａコース】29,600円
【新設：Ｃコース】16,400円
※�検査項目などの詳細は申し込
み時にご確認ください。
●受付期間　７月７日（金）～
11月30日（木）
●受診期間　８月１日（火）～令
和６年３月
問健康推進課　☎22-1362

第８回白石市学校教育・保育審議会を開催しました

　５月22日、市役所で「第８
回白石市学校教育・保育審議会」
を開催しました。
　「小中学校教育部会」からは、
前回審議を経て修正を加えた答
申案について説明がありまし
た。委員からは、答申案の大枠
について合意が得られました。
また、「コミュニティスクール
と地元学が大きな要素なので、
分かりやすく伝えていくことが
重要である」、「子どもの推移や
施設の老朽化から再編は避けら

れないと思うが、説明を尽くし
ていく必要がある」という意見
があげられました。
※�次回の審議会の傍聴希望者
は、事前申し込みが必要です
（先着５人まで）。
■第９回白石市学校教育・保育
　審議会
●日時　７月24日（月）18:00～
●場所　市役所３階第３会議室
●申込期限　７月20日（木）まで
●申込先・問い合わせ
　学校管理課　☎22-1341

　食費などの物価高騰に直面
し、影響を受け、家計が悪化し
ている低所得のひとり親子育て
世帯の生活を支援するため、子
育て世帯生活支援特別給付金を
支給します。
●対象
①�令和５年３月分の児童扶養手
当受給者の方および令和５年
４月分の新規児童扶養手当受
給者の方
※�５月29日に支給しています。
②�公的年金などを受給している
ことにより、令和５年３月分
の児童扶養手当の支給を受け
ていない方
③�令和６年３月末時点で18歳
以下の方、または申請時点で
特別児童扶養手当受給対象の
20歳未満の方を養育するひ

とり親であって、令和５年１
月１日以降の家計が急変し、
かつ児童扶養手当受給者と同
じ水準の収入の方

●支給額　児童１人あたり一律
５万円
●支給の手続き　②・③に該当
する方は申請が必
要ですので、ホー
ムページをご覧い
ただくか、お問い
合わせください。
※�低所得の子育て世帯に対する
子育て世帯生活支援特別給付
金は、ひとり親世帯以外分と
ひとり親世帯分の両方の支給
は受けられません。

●申請期限
　令和６年２月29日（木）
問福祉課　☎22-1400

低所得の子育て世帯に対する子育て世帯生活支援
特別給付金（ひとり親世帯分）の支給のご案内

福祉課
ホームページ

令和５年度国民年金保険料免除・
納付猶予の申請受付を開始します
　保険料を未納のままにしてお
くと、将来の老齢基礎年金や、
障害・死亡といった不測の事態
が生じたときに、障害基礎年金・
遺族基礎年金を受け取ることが
できない場合があります。
　収入の減少や失業など保険料
の納付が困難な場合、保険料の
納付が「免除（納付猶予）」さ
れる制度がありますので、未納
のままにせず申請してください。
●対象期間　令和５年７月～令
和６年６月分
●受付開始　７月３日（月）
※継続審査の方を除き毎年申請
が必要です。
●免除の種類　全額、一部（４
分の３、半額、４分の１）、納
付猶予
●申請に必要な物
①基礎年金番号がわかるもの、
②運転免許証などの身分証明
書、③失業した方は「雇用保険
受給資格者証」または「雇用保険
被保険者離職票」のコピーなど
問�健康推進課　☎22-1362
　大河原年金事務所
　☎0224-51-3111

第３日曜日は「家庭の日」
今月は７月16日　朝食は１日
のエネルギー。家族でしっか
り取りましょう！

■情報公開制度の実施状況
　情報公開制度は、市民の皆さ
んの請求によって、市が保有す
る公文書を閲覧のほか写しを交
付して公開する制度です。

区　　分 件　数

開 示 21件

部 分 開 示 ８件

非 開 示 １件

そ 　 の 　 他（※） ４件

不 服 申 し 立 て ０件

情 報 の 提 供 384件

※�その他：在否応答拒否、不存
在、取り下げ。
■個人情報保護制度の実施状況
　個人情報保護制度は、市が保
有している個人情報を適正に取
り扱い、市民の皆さんの個人情
報に関する権利と利益を保護す
るための制度です。

区　　分 件　数
個人情報取り扱い業務 439件
開 示 等 請 求 １件

問総務課　☎22-1331

令和４年度情報公開制度・
個人情報保護制度の実施状況

13 12Shiroishi_R5.7 Shiroishi_R5.7

お知らせ特急便I n f o r m a t i o n  E x p r e s s



令和５年度電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金の支給のご案内

　電力・ガス・食料品などの価
格高騰による負担増を踏まえ、
特に家計への影響が大きい低所
得世帯（住民税非課税世帯など）
に対し、緊急支援給付金を支給
します。
●対象　令和５年６月１日にお
いて本市に住民登録があり、次
に該当する世帯主
①�令和５年度住民税非課税世帯
※�世帯全員が住民税が課税され
ている者から扶養を受けてい
る場合には、支給対象外です。
●支給額　１世帯あたり３万円
●支給の手続き　支給対象者に
は、６月下旬に「確認書」を郵
送していますので、必要事項を
記入の上、同封の返信用封筒で

返送してください。
　なお、支給対象者のうち、令
和４年度住民税非課税世帯とし
て昨年度に価格高騰緊急支援給
付金の支給を受けた世帯は、確
認書に替えて「支給予定のお知
らせ」を郵送しています。口座
変更や支給要件非該当などの申
し出がない場合は、昨年度の給
付金受取口座へ支給しますの
で、特に手続きの必要はありま
せん。
●窓口で申請が必要な方
②�令和５年度住民税未申告者が
いる世帯
③�令和５年１月２日以降に転入
した者がいる世帯
※�②・③の世帯に確認書は送付

しません。申請
が必要となりま
すので、詳しく
はホームページ
を確認いただく
か、お問い合わせください。
●申請期限　10月31日（火）
●その他　家計が急変し、住民
税非課税相当となる世帯の手続
きについては、12月ごろにお
知らせします。
※�支給対象者と思われるのに確
認書が届かない場合は、令和
５年１月１日現在の住所地の
税務課で住民税の課税状況や
扶養状況などを確認ください。
問�緊急支援給付金コールセンター
　（総合福祉センター内）☎24-3885

白石市職員募集（初級）

■職種および受験資格など
●職種・採用予定人数
【初級（高校卒業程度）】
①行政　若干名
②土木　若干名
③建築　若干名
●受験資格
　市ホームページの試験案内を
ご覧ください。
■採用試験
第一次試験
●申込期限　８月４日（金）
●試験日　９月17日（日）
●試験種目　教養試験、作文試験
第二次試験
●試験日
　10月中旬
※�第二次試験の詳
細は、第一次試
験合格者に別途通知します。
問総務課　☎22-1331

職員採用
情報

セーフティECOドライブ
コンテストを開催します
　安全運転・ECOドライブの
見える化を体験するイベントと
して、専用の車載機とスマート
フォンアプリを使
用した安全運転コ
ンテストを開催し
ます。詳しくはホ
ームページを確認
ください。
●対象　市内に在住または市内
に通勤・通学されている方（個
人・法人不問）
※�個人またはチーム（２～４人
で１チーム）での参加となり
ます（先着150人）。
●参加費　無料
●申込方法　電話、ファクスの
ほか、入力フォームから申し込
みください。
●申込期間　７月１日（土）～８
月21日（月）
●実施期間　９月１日（金）～
30日（土）
問危機管理課
　☎22-1452・ 25-2170

手話奉仕員養成講座
（入門課程）

　手話の実技などについて学習
しながら、手話の楽しさとコミ
ュニケーションの大切さを学ん
でみませんか。
●開催期間　７～12月の全20回
●場所　大河原町役場、大河原
中央公民館
●対象　市内在住で、２年間継
続して受講（入門課程・基礎課
程）できる方で、聴覚障がい者
などとの交流活動の促進、広報
活動などに積極的に参加・協力
できる方
●講師　一般社団法人　宮城県
聴覚障害者協会員
●定員　20人（申し込み多数
の場合は抽選）
●申込期限　７月12日（水）
●受講料　無料（テキスト代
3,300円は自己負担）
問福祉課　☎22-1400

■職種および受験資格など
●職種・採用人数
【初級（高校卒業程度）】
①行政　２人程度
②行政（社会人経験者）
　１人程度
③消防　７人程度
●受験資格
　ホームページの試験案内をご
覧ください。
■採用試験
第一次試験
●日時　９月17日（日）10:00～
●会場　仙南地域広域行政事務
組合総合庁舎　３階会議室

●試験種目　教養試験、検査（適
性検査など）、作文試験
第二次試験
　第一次試験合格者に別途通知
します。
●受験手続き　試
験案内は、同組合
総務課で配布する
ほか、ホームペー
ジからもダウンロ
ードできます。
●受付期間　７月３日（月）～８
月３日（木）
問�仙南地域広域行政事務組合総
務課　☎0224-52-2628

仙南地域広域行政事務組合職員募集

職員採用
情報

■緑が丘、城南、鷹巣第１・２、
　新館第４、桜田住宅
●受付期間
　７月３日（月）～21日（金）
●募集要件　住宅をお探しの方
で、収入が一定基準内である方
など。
　詳しくはホーム
ページを確認いた
だくか、お問い合
わせください。
問建設課　☎22-1326

市営住宅入居者募集

市営住宅
空室状況

　健康に関する講話と調理実習
があります。参加希望の方は、
１週間前までにご連絡ください。
●開催日・場所
７月７日（金）越河公民館
７月13日（木）大網担い手センター
７月25日（火）不忘研修センター
●時間　9:30～13:00ごろまで
●持参する物　エプロン、三角巾、
筆記用具、米半合、材料代400円
問健康推進課　☎22-1362

健康料理講習会

農地管理用の農業機械をオペレ
ーター付きで貸し出し中です！

　農業者にとって、高額で金銭
的に大きな負担となる農業機械
を貸し出しています。遊休農地
の草刈りや牧草・稲わらを利用
した飼料高騰対策のほか、農作
業の効率化のためにぜひご活用
ください。
●貸し出しする機械
①トラクター（ロータリー付き）
②ロールベーラー
③ジャイロレーキ
④スライドモーア
●作業内容　耕うん作業、草刈
り作業、牧草・稲わら収集作業
問�白石市農政推進協議会事務局
（農林課内）☎22-1253

小・中学校
常勤講師募集

　小学校または中学校で勤務す
る常勤講師を募集しています。
●対象　小学校または中学校の
教育職員免許状を有する方
●勤務地　大河原教育事務所管
内（白石市・角田市・刈田郡・
柴田郡・伊具郡）の小学校また
は中学校
●勤務期間　随時～令和６年３
月31日
●勤務時間　１日７時間45分、
週５日
●給料　月給20～21万円
※�経験年数や受給対象手当によ
り異なります。
問�大河原教育事務所
　☎0224-53-3111（内線566）

　令和６年１月７日（日）に開催
する二十歳を祝う会の実行委員
を募集します。
●対象　平成15年４月２日から平
成16年４月１日までに生まれた方
●定員　若干名
●申込期限　８月18日（金）
問�中央公民館　☎26-2453

二十歳を祝う会
実行委員募集

市民バス「きゃっするくん」

※運行経路・時刻表への
アクセスはＱＲコード
をご利用ください。

福祉課
ホームページ

危機管理課
ホームページ
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